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CSR経営への取り組み
「GD100」の基本方針に謳われたCSRの考え方をもとに
トリプルボトムラインの均衡がとれた経営を進めます

2006年4月からスタートさせた新中期経営計画
「GD100」で「良いモノを、安く、タイムリーに」、「トップレ
ベルの環境貢献企業になります」、「高い倫理感を持ち、顧客
最優先の企業風土を作り上げます」の3つの基本方針を掲
げ、2008年にはさらにCSR経営を進捗させるため、組織・

「GD100」に基づきCSR経営を強化

CSR（Corporate Social  Responsibi l i ty）の
「Responsibility」の意味を、社会から「その行動が認め
られ、信頼されること」、つまり信頼性、信頼度と解釈して
います。義務、責任として行動するのではなく、「ステーク
ホルダーからの期待に応える」立場からの経営によって

CSRに関する基本的な考え方

のみ、企業価値の向上が望めると考えています。先駆け
した環境経営に加え、2008年6月に実施した「社会性への
行動」に向けた組織、体制の整備によって、トリプルボトム
ライン（経済、環境、社会）の均衡がとれた経営を進捗させる
ことを目指しています。

CSR経営ビジョン

社会から揺るぎない信頼を得ている地球貢献企業になる

CSR行動指針 変化し続ける社会動向をつかむ

貢献できる課題を見極める

迅速に行動し揺るぎない信頼を得る

一人ひとりがCSR当事者として行動する
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横浜ゴムは、1929年、中川末吉社長が当時建設した横浜工場
（横浜市鶴見区）開設に際して述べた訓語を創業の精神にして
います。この創業の精神には、今日のCSR経営に通じる社会性と
経済性の両立が謳われています。

創業の精神について

中川　末吉（1874～1956）
実業家。1888年、古河本店入社。
古河市兵衛に見込まれ、エール大学
に留学後、横浜電線の重役に。
1924～1939年、当社取締役社長。

体制を刷新しました。まず6月に法令順守、環境貢献、コーポ
レートガバナンス、リスクマネジメント、内部統制をより
強化するため、執行の責任部門としてCSR本部を設置。
さらにCSR経営統括体制として、社長を議長とするCSR・
環境推進会議を設置しました。
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